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１ 調査の概要
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■ 調査実施日 令和５年（２０２３年）４月１８日（火）

■ 調査の目的

義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や

学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図るととも

に、学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。さら

に、そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。

■ 調査の内容

・ 教科に関する調査（小学校：国語・算数、中学校：国語・数学・英語）

・ 質問紙調査（児童生徒に対する調査、学校に対する調査）

■ 調査の対象

・ 小学校第６学年、義務教育学校前期課程第６学年、特別支援学校小学部第６学年の全児童

・ 中学校第３学年、義務教育学校後期課程第３学年、特別支援学校中学部第３学年の全生徒
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２ 教科に関する調査の結果（公立小中学校）

本県の概要

・小学校では、国語は全国平均とほぼ同じ状況であり、算数は全国平均を下回っている。

・中学校では、国語は全国平均とほぼ同じ状況であり、数学と英語は全国平均を下回っている。
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【中学校3年生】

国語 数学 英語

熊本県 ６９％ ４８％ ４２％
全国 ６９．８％ ５１．０％ ４５．６％

【小学校6年生】

国語 算数

熊本県 ６７％ ６１％

全国 ６７．２％ ６２．５％

※表中の数値は平均正答率（％）、県の値は国から整数値で公表
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質 問 項 目
小学校 中学校

県 全国 差 県 全国 差

児

童

生

徒

授業で、PC・タブレットなどのICT機器を、どの程度使用しましたか
（「ほぼ毎日」＋「週３回以上」の割合） ７１．６ ６２．４ +９．２ ６６．７ ６１．１ +５．６

学校に行くのは楽しいと思いますか
（「当てはまる」＋「どちらかといえば、当てはまる」の割合） ８８．４ ８５．３ +３．１ ８４．０ ８１．８ +２．２

先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思いますか
（「当てはまる」＋「どちらかといえば、当てはまる」の割合） ９０．２ ８９．８ +０．４ ８８．１ ８７．３ +０．８

授業で、自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく伝わるよう、資
料や文章、話の組立てなどを工夫して発表していましたか
（「発表していた」＋「どちらかといえば、発表していた」の割合）

５９．６ ６３．７ -４．１ ５１．４ ６２．１ -１０．７

授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいましたか
（「当てはまる」＋「どちらかといえば、当てはまる」の割合） ７５．６ ７８．８ -３．２ ７２．７ ７９．２ -６．５

家で自分で計画を立てて勉強をしていますか（学校の授業の予習や復習を含
む）（「よくしている」＋「ときどきしている」の割合） ６８．５ ７０．７ -２．２ ５１．３ ５５．０ -３．７

学

校

近隣等の中学校（小学校）と、授業研究を行うなど、合同で研修を行いました
か（「よく行った」＋「どちらかといえば、行った」の割合） ６７．３ ５８．２ +９．１ ７６．５ ６７．３ +９．２

教員が授業で問題を抱えている場合、率先してそのことについて話し合うこと
を行いましたか （「週に１回程度、または、それ以上行った」＋「月に数回
程度行った」の割合）

８３．８ ７６．５ +７．３ ６７．４ ６１．４ +６．０

単位（％）

３ 質問紙に関する調査の主な結果（公立小中学校）
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※第３期くまもと「夢への架け橋」教育プラン、「熊本の学び推進プラン」、「『熊本の学び』アクションプロジェクト」に関連する項目の中から抽出
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３ 質問紙に関する調査の主な結果（特徴的な項目）
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■ 全国平均を上回っていた項目

・「授業で、ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を、週３回以上使っている」、 「学校に行くのは

楽しい」、 「先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思う」等と回答した児童生徒の

割合が、全国平均を上回っている。

・「近隣等の中学校（小学校）と、研究授業を行うなど、合同で研修を行った」、 「教員が授業で

問題を抱えている場合、率先してそのことについて話し合うことを行った」等と回答した学校の

割合が、全国平均を上回っている。

■ 全国平均を下回っていた項目

・ 「授業で、自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の組立てなどを工夫して発表してい

る」、 「授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいる」、 「家で自分

で計画を立てて勉強している」、等と回答した児童生徒の割合が、全国平均を下回っている。

「誰一人取り残さない学びの保障」に向けて、教職員が子供たちに丁寧に対応するとともに、Ｉ
ＣＴの活用や小中連携などにも取り組んだ結果。

子供たち自身が、主体的に学習に取り組んでいるという実感が持てるような授業に向けて、子
供の学びの側に立った授業改善の取組を、引き続き進めていく必要がある。
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参考資料 教科に関する調査の結果の推移①（小学校）H19～
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※理科については省略
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参考資料 教科に関する調査の結果の推移②（中学校）H19～
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※理科については省略

99.1 

98.6

98.9

96.2 
95.3

94.1
94.6

92.1

99.4

92

94

96

98

100

102

104

H19 H20 H21 H22 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元 R３ R４ R5

国語A 国語B 国語 数学A 数学B 数学 英語 理科

◇中学校の経年比較 （全国平均を100としたときの県の推移）

全国学力・学習状況調査結果より
※H23、R2は、全国的に中止

前回と比較して、
国語が＋0.３で全国平均程度
数学が－1.2で全国平均を下回る
英語が－2.5で全国平均を下回る

中学校

〇中学校は、今回、国語においてやや改善傾
向がみられ、数学・英語は、下降傾向にある。
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参考資料 課題の改善に向けた重点取組における参考指標について

令和５年２月２０日付け教義第１０６６号 別紙資料より）

昨年度の全国学力・学習状況調査及び県学力・学習状況調査において、「児童生徒を『学びの主体』
とするための指導の充実」に課題があることが分かり、課題の改善に向けた重点取組を掲げ、その取
組の結果を見取るための参考指標を設定しました。


